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今回、本校の近くにある「止まれ」の場所を一時停止せずに通行する生徒がいると地域の方より電

話がありました。 

生徒の皆さんはもちろん、この米工 MAKERS を見られた方も交通マナーについて改めて考えるいい

機会にしてください。 

 

 

                     は、命の危険予知 

米子市博労町4丁目 48付近の「止まれ」の場所（写真１）を一時停止せずに通行する生徒がいると

のことで、本校の生徒指導部、他校の生徒指導部、警察の方々と協力し、見回りに行きました。 

 見回りに行くと、生徒を含め多くの自転車に乗った人が一時停止をせずに通行していました。 

自転車も車も「止まれ」の標識があれば同じようにしっかりと停止をしなければなりません。 

特に、今回の場所（写真１）は、車と自転車や歩行者・自転車同士の接触が起きやすい場所なので

注意が必要です。 

 今回の一時停止だけでなく、イヤホン着用運転・２人乗り・並走などの交通マナーを守ることは自

分だけでなく、その他の人の命も守ることにもつながります。 

標識はルールを守るために設置しているのはもちろん、危険を事前に知らせてくれているのです。 

そのメッセージの先を読んで、行動しましょう。 

（＊写真２・３は、本校近くの危険な場所） 

 

「あなたの家族が車を運転している時に、自転車がとびだしてきたら、 

あなたの家族はどうなるか？家族の生活はどうなるか？  
               考えたことはありますか？」  
                     生徒指導部  末次 涼平 

写真３（自動販売機のある交差点） 

 

写

写真２（正門前） 

 

写真１（米川沿い） 
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就職試験を前に、ちょっとだけ得する話を！ 
 
 
 
 
 私がまだ、小学校低学年の頃のことだと思う。体育館かどこかで、発表する機会があった。その日
の朝に、母に、「緊張する！」訴えたところ、緊張をほぐすおまじないを教えてくれた。 
「手のひらに”人”という字を５回書いて、飲み込む。」というのがそれだ。今となっては、緊張するこ
とが少なくなったので、ほとんど活用していないが、高校生の頃までは、多用していたように記憶し
ている。 
 このことを息子に話すと、「出ました、昭和！」と馬鹿にしてきた。悔しくて、このおまじないにつ
いて少し調べてみた。すると、これには、科学的な根拠があるようだ。 
 手のひらの中心には心を落ち着かせる労宮というツボがあり、”人”という文字を書くことで自然にそ
のツボをなぞることになる。労宮は心臓に直接繋がっている為、軽く触れるだけで交感神経の興奮を
抑え、緊張をほぐす効果が得られるとのこと。 
 「息子よ、迷信じゃないぞ！！」 

素直な米工生諸君、是非、お試しあれ！！ 

 
 

環境エネルギー科 3 年担任 
田邉 誠司 
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 10X（テンエックス）という文字を見かけたことがありますか。グーグル社を成功に導いた考え方で
す。これは、業務改善や成績アップとか、1割の改善でさえ難しい中、10倍の改善を目指そうという考
え方です。 
 
 
 
 
 
 急速なオンライン化に対応してアプリケーションソフトをどのように
活用し、コミュニケーションと生産性を向上させるのかは教育の世界も
ビジネスの世界も共通な課題です。 
 鳥取県でも公立の学校では、グーグル社の Google for Education を採用
し、高校では令和４年度の入学生から Chromebook を購入することにな
っています。 
 さて、グーグル社が10％の改善より10倍の改善を目標設定しているの
はなぜでしょうか。私たちの日常生活で考えてみましょう。 
 たとえば、今度のテストで 10 点アップを狙おうと考えたとき、どのよ
うに準備しますか？基本的には今のやり方と大きく異なることはないでしょう。見直しの回数を増や
すとか、勉強時間を少し増やすとか、いずれにしても現状のやり方を基本として多少の改善策を実行
することでしょう。 
 ところが、テストで 50 点アップを狙おうとすると今までのやり方では難しいと考え、新しいやり方
を模索しませんか。 
 ここがポイントです。目標を大きく設定することで課題に対する捉え方が変わり、これまでのこと
は白紙にして新たな思考で対応方法を考えるのです。その結果として、視点が変わり、視野が拡がり、
目標に対してより適切なアプローチを構築することができるのです。 
 コロナ禍でいろいろなことに制約があります。これに対しても今までのことを基本に考えていては
我慢の繰り返しです。新しい視点で考えてみると、コロナ禍でありながらもこれまで以上に成果を出
せたり、行事を楽しむことが出来るでしょう。 
 今、みなさんが抱えている問題を 10X の思想で考えてみてはどうでしょうか。 
 

                                 校長 松川 明義   
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生徒部の三村（バドミントン部顧問）です。今年度の米子工業高校の学校行事についてお話しします。今年度はコロナウイ

ルスの影響で４月の遠足、球技大会、研修旅行、その他さまざまなイベントが立て続けに中止または延期になっております。米

工生のみなさんは学校行事、特に学校祭や運動会については気になるところだと思います。生徒会でも協議を重ね、ようやく

学校祭の実施内容が決まりました。これから行われる学校祭に関するエピソードを少しだけお話ししたいと思います。 

学校祭！やるの？やらないの？ 
学校祭実施について非常に慎重な判断が必要になりました。「学校祭を実施したい！」、「でもコロナが広がったら怖い」、

「こんな状況でやるの？」など４月当初から教職員たちの間でも様々な意見が飛び交いました。ただ、これだけは皆さんにお

伝えしておきたいことがあります。様々な危険なリスクを考え、それぞれの立場から意見を話す先生はいらっしゃいましたが、

「学校行事を中止しよう」と言う意見は誰一人とありませんでした。そして最終的に学校祭を開催しよう！という一つの答えに

たどりつきました。 

生徒の心の声 
学校祭に対する生徒の声を「Google forms」のアンケート機能を活用し、聞き取りました。 

 

 

スローガン： “米工祭”に日和ってる奴いる？いねえよなぁ!!? 
日   時：令和３年９月３０日（木）文化の部 ステージ発表【吹奏楽部、選択授業（音楽）】 

（本校第１体育館および教室） 
令和３年１０月１日（金）体育の部 体育祭（本校グラウンド） 

 9/28(火) 9/29(水) 9/30(木) 10/1(金) 10/4(月)※体育祭予備日 

日程 

７限特設 

ＬＨＲ 
終日準備 文化の部 

体育の部 

１限：片付け・アンケート 

役員決め 

２限～授業 

10/1 

(金) 

雨天 

１限：片付け・アンケート 

役員決め 

２限～授業 
体育の部 

※開祭式はリモートで行います ※体育の部の実施については９月３０日（木）１２時に判断します  

【生徒会担当】 
学校祭は今年度初めての学校行事になります。皆さんは１年半以上コロナウイルスと闘ってきました。医療従事者の皆さん

も、色々我慢して頑張っている皆さんも、みんながコロナと闘っていて、頑張っています。立て続けに学校行事や大会が無くなっ

ている中、本当に生徒たちは良く我慢しています。この米工学校祭が、一つの大きな希望の光、最高の思い出になるようみん

なで協力して頑張っていきたいと思います。準備期間が短く、規模を縮小しての開催ですが、自分や大切な人を守るためにコ

ロナウイルス対策を徹底し、準備していきたいと思います。 #頑張っている皆さんに感謝  #医療従事者の皆さんに感謝  

 Makers 

Q2.コロナウイルス対策をした上で学校祭を開催することに不安はありますか？ Q1.学校祭は楽しみですか？ 
「楽しみ」という意見が 

全体の７割も！！！！！ 
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本校 PTA が文部科学省の優良 PTA 大臣表彰に選ばれ、8月 30日に鳥取県庁
で伝達式がありました。今回の受賞は、本校 PTA が生徒有志と一緒になって
取り組んだ『はるかのひまわり絆プロジェクト』や、PTAの事業・会議の見直
しなどの組織改革、米工が『愛され・信頼され・頼りにされる』学校となる
一助として、米工NewsLetter の地域への発信などの活動が認められました。 

表彰状は、建設科塚田先生製作のジャストサイズの額に納めて正面玄関に
展示しています。 
 今回これらの取り組みの中心となって活動していただいた、前PTA 会長よりコメントを頂きました。 

『感謝の想い』   PTA 顧問 新宮 美津代（令和元年度・２年度 PTA 会長） 
令和元年度から、学校の「働き方改革」による教職員の皆様の負担軽減・組織改

革・事業の見直し・SNS を最大限に活用した連絡体制の整備など、ニーズや生徒達
の学ぶ環境に寄り添った改革を急務として取り組んでまいりました。改革・整備は
学校の理解と、実施・実行への調整が必要です。実現に向け教職員の皆様は惜しみ
なく尽力してくださいました。また、地域に根差し『愛され・信頼され・頼りにさ
れる』学校を目標に『PTCA』（C＝community）をスローガンに掲げ、公民館をはじ
め多くの地域の皆様にもご協力を賜りました。そして、志しを共に頑張った執行部、

運営に携わってくださった PTA 評議員・保護者の皆様と総力を結集した賜物にいただけた評価が、この受賞です。 
また、3 年目を迎えた『はるかのひまわり絆プロジェクト』は、生徒・学校・保護

者・地域と連携し協働することが出来ています。コロナ禍でも、皆が心ひとつに取り
組める活動です。 

米工は、専門の学びを習得するだけでなく人間味溢れる素晴らしい学校であること
を多くの皆様に知っていただければ幸いです。 

最後になりましたが、携わってくださった全ての皆様に、心から感謝申し上げます。ありがとうございました。      
担当者名：総務部 石倉 彰二 
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